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問い合わせ 地域福祉係　ボランティアセンター 042-378-3800（直通）Tel vc＠inagishakyo.org

手形・足形作品

ふれあいセンター長峰では『ふれあいひろば』を第２・４ 月曜日の13:00～14:30に開催して
います。ふれあいひろばとは、もみの木保育園長峰の先生にご協力をいただいて、乳幼児のお子
さんがいるご家族同士や地域の方が交流できる場です。また、育児などの悩みも相談もできます。
子育て中の親子が楽しめるプログラムを月ごとに用意してお待ちしています！
おじいちゃん・おばあちゃんが、お孫さん連れで参加することもできます。
ぜひお立ち寄りください。

ふれあいセンター長峰　ふれあいひろば

お茶の日
（ふれあいセンター押立）

さくら餅の会
（ふれあいセンター向陽台）

ボッチャ大会
（ふれあいセンター坂浜）

ふれあいセンターは、お子さんからお年寄りの方までどなた
でも気軽に利用できる“地域の縁側”です。お茶を飲みなが
らおしゃべりしたり、趣味や行事を楽しんだり、地域や福祉
のことについて知ったり、つながりの輪を広げたり、ちょっと
した困りごとの相談もできたりします。

ふれあいセンターとは
5月25日（月）にふれあいひろばスペシャルデーとして「ペットボト
ルでコポコポおもちゃ作り」を開催します。好きな飾りを入れて、か
わいいおもちゃを作ってみませんか。
おもちゃ作りの後は、絵本読みや手遊びなど、赤ちゃんから子ども
まで楽しめるイベントを実施します。お子さんを連れて遊びに来て
ください。予約は不要です。

ふれあいひろば　イベントのおしらせ

各ふれあいセンターで楽しいイベントも開催しております。どなたでもお立ち寄りください。
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広 告

稲城市社会福祉協議会　令和８年度事業の計画と予算の概要（２・３ページ）

　令和８年度は第六次稲城市住民活動計画（令和６～１１年度）に基づき、当協議会がさらに市民や関係機関・団体から頼られる
組織となるよう各種事業の充実を図るとともに、職員一人ひとりがコミュニティソーシャルワーカーとしての自覚を持ち、地域住民や
関係機関の皆さまとの連携・協働による支援を行います。

令和8年度に重点的にすすめること

・ボランティア活動に関心を持つ地域住民の裾野を広げるため、引き続き幅広い世代を対象とした、参加のきっかけとなり得るボ
ランティア活動を提案し、発展的かつ継続的な社会参加につなげる仕組みづくりに取り組みます。特に、大学生などの若者を対
象とした取組みを進めます。
・地域福祉コーディネーターの相談支援に関する広報・啓発活動を積極的に行い、「個別支援」や「地域支援」に関わらず、当
事者に寄り添う支援に努めます。また、必要となる支援は、地域住民や各事業担当者を含めた関係機関等と連携して取り組みます。
・災害時に「災害ボランティアセンター」の設置・運営がスムーズにできるよう、平時からの広報・啓発活動と実践に即したマニュ
アルへの見直しなど、発災に備えた取組みを進めます。また、訓練を通じて災害時に関係機関や団体と連携が取れる関係づくり
や仕組みづくりを進めます。

幅広い世代のボランティア活動推進と関係機関との連携・協働による事業展開

地域福祉権利擁護事業の普及と成年後見制度の利用促進
・地域福祉権利擁護事業の専門員は、判断能力が不十分な方の意思決定支援を基盤に福祉サービスの利用援助を行い、利用者
の権利擁護を支える役割を担います。利用者の意思や希望を尊重しながら適切な福祉サービスの利用につなげることで、地域で
安心して暮らせる環境づくりに寄与します。また、事業が認知され利用者が増えることは、事業の意義を高めるとともに安定した
運営にもつながります。そのため、さらなる事業の周知・普及を行います。
・令和７年度に設置した「稲城市福祉権利擁護センター運営委員会」を活用し、「権利擁護支援の地域連携ネットワークにおける
中核機関」としての権利擁護支援や成年後見制度の利用促進について協議・検討します。また、専門的・客観的な立場から指
導や助言等を受け、権利擁護センターの適切な運営を図ります。

係間連携による支援の拡充
・当協議会事務局内の地域福祉係、在宅支援係、重層的支援体制整備事業担当が連携すること（係間連携）により、地域に出
向いて「困りごと」を捉え、孤立させない支援を行います。
　地域で活動する様々な団体や交流拠点などに積極的に赴き、既存の相談窓口では見えてこない困りごとを聞き取ります。また、
制度につながらない方やひきこもり状態にある方にも粘り強く寄り添い、つながり続けるための「伴走型支援」を連携して進めます。
・係間連携によるニーズに応じた「居場所」と「活躍できる場」を拡充することで、誰もが役割を持って過ごせる場を協力して作ります。
また、多世代が交流し、お互いを思いやれる居場所をコーディネートすることで、地域のなかで孤立する人をなくしていきます。

・地域のつながりや助け合いの地域づくりを推進するため、住民同士のたすけあい事業である「いなぎ・ほっとサービス」や「ファミリー
サポート」、「ハンディキャブ事業」などの担い手を増やし、家事や育児、外出などのちょっとした困りごとのある方にサービスを提
供できる体制の充実に努めます。また、精神障害がある方への理解を深めることで、地域での見守りに繋げられるよう、精神保
健福祉ボランティアの担い手を増やします。そのため、広報紙やSNSなどを活用した様々な募集方法を検討します。
・障害のある方が利用をしている「地域活動支援センター」、ひきこもりの当事者のための「とまりぎ」、ひきこもりがちな女性のた
めの「さくらんぼ」、生きづらさを抱えている方の活動の場「古本整理活動」は、そこを利用する方にとって社会との接点になる
居場所です。今後も安心できる場づくりと信頼関係の構築を図り、利用していただける方がさらに増えるように周知に努めます。
また、アウトリーチによってつながりを保ちながら、どの支援機関とも関わりがない生きづらさを抱えている方などに寄り添い、継
続的な相談等を行うなかで、適切な社会資源や居場所等につなげられるように伴走型支援を行うことで、それぞれの居場所等から、
就労などの次のステップにつながるような支援を行います。

地域のたすけあい事業等の担い手確保と生きづらさを抱える方等の居場所の周知



3

令和8年4月20日いなぎ 社協だより　第204号

おはようトラベル株式会社
バリアフリー旅行のことなら

https://ohatra.com

ご高齢のため、ご病気やけがの後遺症などで旅行に
不安を感じている皆様、ご相談ください♪

電話 042-315-3261
（営業日：水・日を除く9時~18時）

広 告

2ページ・3ページの問い合わせ 総務係 042-378-3366（ガイダンス9番）Tel soumu＠inagishakyo.org

収入計・支出計　6億56万8千円

①賛助金・寄附金
②稲城市からの補助金
③共同募金配分金
④稲城市からの受託金
⑤東京都社会福祉協議会からの受託金
⑥貸付事業の償還金
⑦事業・負担金収入
⑧介護保険事業収入
⑨就労支援事業収入
⑩障害福祉サービス等事業収入
⑪その他

①5,067（0.8）

③4,669
（0.8）

⑤25,155（4.2）
⑥1,500（0.2）
⑦10,197（1.7）⑧3,563（0.6）

⑨13,003
（2.2）

②157,002 
（26.1）

④77,476
（12.9）

⑩213,593
（35.6）

⑪89,343
（14.9）

［収入］（単位：千円，％）

①法人の運営に関する事業
②地域福祉コーディネート、ほっとサービス、
　紙おむつ支給事業　他
③ボランティア活動の推進事業
④様々な団体への助成事業
⑤生活福祉資金貸付事務受託事業
⑥受験生チャレンジ支援貸付事務受託事業
⑦福祉サービス利用援助事業
    「あんしん・いなぎ」
⑧障害のある方への各種の支援事業
⑨稲城市からの受託事業
⑩たすけあい資金貸付事業
⑪歳末たすけあい運動事業
⑫福祉センター指定管理事業
⑬高年齢者無料職業紹介所運営事業
　「はつらつワーク稲城」
⑭福祉有償運送事業　　
⑮介護保険事業　
⑯収益事業「飲料用自動販売機の設置」

①113,782
（18.9）

②55,463
（9.2）
③49,483
（8.2）

⑦31,944（5.3）

⑧230,935
（38.5）

⑨44,038
（7.3）

⑩1,501（0.3）
⑪461（0.1）
⑫13,344（2.2）
⑬18,316（3.1） ⑭8,882（1.5）

⑮3,563（0.6）
⑯1,584（0.3）

④9,175（1.5）
⑤13,097（2.2）
⑥5,000（0.8）

［支出］（単位：千円，％）
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ボランティア情報

●発行・申し込み・問い合わせ 社会福祉法人 稲城市社会福祉協議会   ボランティアセンター　
●所在地：〒206-0804 稲城市百村７番地   稲城市福祉センター内　●電話：042-378-3800（直通） ●FAX：042-378-4999 ●メール：vc@inagishakyo.org

令和8

4
ボランティア情報

●発行・申し込み・問い合わせ 社会福祉法人 稲城市社会福祉協議会   ボランティアセンター　
所在地：〒  稲城市百村７番地   稲城市福祉センター内　●電話： （直通） ●

あなたの街の『困った』や『集いたい』をカタチに。ボランティアグループの紹介！

ボランティアグループとは、地域の「困りごと」を解決したり、「あったらいいな」という場を自分たちの手で創り出したりする、住民主体の集まりです。 
今回は、新たに活動を開始した向陽台の居場所支援グループ「アルボ音楽の輪」を加え、日頃から地域を支えている全15団体を一挙にご紹介します。
お互いさまの気持ちでつながる、温かな活動をのぞいてみませんか？

アルボ音楽の輪

メンバー大募集！！一緒に活動しませんか？ボランティアグループの紹介

興味のある活動やボランティア体験などの
お問い合わせはボランティアセンターまで
お願いいたします。
また、ボランティアグループ詳細の案内は
HPをご覧ください。

いなぎマジック愛好会

マジックの勉強会
内　　容

第２・４日曜日
活 動 日

城山文化センター
場　　所

押立ボランティア

手芸作品を作り、
売り上げを寄付

内　　容

第１金曜日
活 動 日

代表者自宅
場　　所

傾聴ボランティア「りすなー」

福祉施設における傾聴活動
内　　容

第３木曜日
活 動 日

市内の高齢者施設
場　　所

声のサークルこだま

音訳物の制作
内　　容

第３月曜日
活 動 日

福祉センター
場　　所

支え合う会みのり

配食・会食会の実施
内　　容

生活支援サービス
拠点稲城長沼

場　　所

里山プロジェクトみなみ

里山保全
内　　容

南山地区
場　　所

手話サークルいなぎ

手話学習、手話普及啓発
内　　容

火曜日10:00～11:30
活 動 日

福祉センター
場　　所

太陽グループ

紙芝居の読み聞かせ、
切手整理、居場所支援

内　　容

矢野口自治会館など
場　　所

東京稲城里山義塾

里山再生保全
内　　容

木曜日
活 動 日

南山地区
場　　所

はらっぱの会

子育て支援
内　　容

第2日曜日13:00～15:00
活 動 日

ラウンジwith372など
場　　所

平尾ベルの会

高齢者支援
内　　容

ひらお苑、いなぎ正吉苑、
第三文化センターなど

場　　所

福祉体験サポート「一歩」

福祉教育のサポート
（白杖体験や車いす体験の補助）

内　　容

不定期
活 動 日不定期

活 動 日

不定期
活 動 日不定期

活 動 日
不定期
活 動 日

市内小・中学校
場　　所

六点の会

依頼された刊行物の
点訳、点字の普及啓発

内　　容

第２木曜日
活 動 日

えほんのつばさ

絵本の読み聞かせ
内　　容

第２火曜日
活 動 日

市内福祉施設や学校など
場　　所

福祉センターなど
場　　所

【活動内容】歌っても、聴くだけでも。自由な「居心地」
マンションの集会所から聞こえてくる、懐かしいメロディ。昨年1月に始まったこの活動
は、音楽を入り口にした「ゆるいつながり」の場です。
懐かしの昭和歌謡を、自分のペースで楽しむ。そんな自由な空気があるからこそ、おしゃ
べりが苦手な方や男性も、気負わずスッとなじめる居心地の良さがあります。完璧に歌う
必要はなく、疲れたら誰かの歌声に耳を傾ける̶̶。音楽という共通のテーマは、住民
同士を「単なる隣人」から、「顔の見える関係」へと変えていきます。日常の楽しみを共
有しながら、万が一の時に支え合える「地域のネットワーク」を育んでいます。

第３木曜日
アルボの丘　アルボの家

活動日

場　所

参加してみませんか？
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幼保連携型認定こども園
矢 の 口 幼 稚 園

設置者：学校法人　子どもの森

https://www.yanokuchi.ed.jp

6464

広 告

4ページ・5ページの申し込み・問い合わせ
地域福祉係　ボランティアセンター Tel 042-378-3800（直通）
Fax 042-378-4999 vc＠inagishakyo.org

点訳・音訳ボランティアグループのご協力により、
本紙の点訳物・音訳CDを無料でお届けしています。
必要な方はボランティアセンターまでご連絡くだ
さい。

目の不自由な方へ

日　時 ①5月27日（水）　②6月24日（水）
各日13:30～　※受付13:00～

会　場 福祉センター２階

持ち物 裁縫道具

費　用 材料費が若干かかります。

申し込み受付期間 ①4月22日（水）～5月26日（火）
②5月27日（水）～6月23日（火）

定　員 各回20人（事前申し込み制・先着順）

プチハンズは地域の手芸ボランティア育成のため、定期的に行っている手芸の講習会です。
①５月は「巾着」、②６月は「レジ袋ストッカー」を作ります。

５・６月のプチハンズ

①5月「巾着」 ②６月「レジ袋ストッカー」
約20㎝×10㎝

「孤独や孤立をなくすために」

対象者 市内在住・在勤の方 日　時 5月22日（金）14:00～16:00
会　場 福祉センター2階 講　師 日本社会事業大学 教授　菱沼 幹男氏
定　員 30人 申し込み ・　  ・QRコードでお申し込みください。Tel

花植えボランティア募集！
市民憲章の啓発活動にご協力いただける花植えボランティア
を募集しています。
お花が好きな方、ガーデニングが好きな方、大歓迎です！

申込方法 QRコードからお申し込みください。▶

持ち物 シャベル、軍手

日　時 ５月20日（水）①大丸： 9:15～９:40（予定）
　　　　　 ②下平尾：10:40～11:10（予定）

活動場所 ①大丸花壇（稲城市大丸525-4付近）
※山崎通り沿い、星乃珈琲店稲城店の向かい側
②下平尾花壇（稲城市平尾2-11）
※平尾中央通り沿い、ドメス新百合ヶ丘の横

問い合わせ 稲城市市民協働課協働推進係
　　 042-378-2111（代表）Tel

ふれあいセンターで私たちと一緒に
ボランティアをしませんか？

　ふれあいセンターは地域の縁側、交流の拠点として当協議会が
市内９か所に設置しています。その運営はボランティアの皆さんの
協力により行われており、地域性を活かして活動しています。私た
ちが住む地域で顔の見える関係を築き、支え合える地域づくりを
進めるため、一緒に活動していただける仲間（コーディネーター）
を募集しています。詳細はお気軽にお問い合わせください。

募集地区 全地区（矢野口、百村・東長沼、大丸、向陽台、長峰、平尾、
押立、坂浜、若葉台）

開所日時 毎週月・水・金曜日10:00～15:00（大丸は月・木・金曜日）

活動内容 開所時のお世話役、イベント・講座などの企画運営、
会議参加など

※活動頻度は、自由にお決めいただけます。
※開所時のお世話役として活動していただいた際は１日1,000円の活動費をお支払いします。

講習会の
お知らせ どなたでも

　　参加できま
す

今回は市内在住・在勤の方を対象に「孤独や孤立をなくすために」
をテーマに、講習会を行います。
孤独や孤立は人生のあらゆる段階において、誰にでも起こりうる
ことです。私たちにできることはなにか、一緒に考えてみましょう。
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成年後見 遺　言

広 告

相　続 離婚協議書 公正証書作成サポート

稲城長沼駅より徒歩３分 稲城市東長沼５６８-１１ HPビル２F　（代表）藤後淳一

０４２－２０２－８１０４
０８０－３３４６－４７９７
http://akanegumo.biz

実績多数 安心して相談してください。前職は福祉職 やさしい対応を心がけています。

あかね雲 行政書士事務所
電話
携帯
HP

相談相談

ファミリー・サポート・センターでは、生後４か月から小学６年生までのお子さんがいる世帯で、子育ての援助を受けたい方（利用会員）と
子育ての援助を行いたい方（活動会員）が会員となり、地域の中で子育てを支援する「たすけあい事業」を行っています。
また、援助もしたいけれど、自分の子どもも援助してほしい、という方は「両方会員」としての登録も可能です。

稲城市にお住まいの20歳以上でお子さんが好きな方、地域での子育てサポートに関心がある健康な方ならどなたで
も活動できます。対 象

活動会員として活動するためには、下表の講習会（合計25時間）をすべて受講後、活動会員として登録し、活動できる方条 件

子どもの送迎や短時間の預かりなどです。預かり場所は活動会員の自宅や公共施設などです。支 援 内 容

活動会員・両方会員大募集稲城市ファミリー・
サポート・センター

料 金
全日程の受講が難しい
場合はご相談ください

利用会員が支払う「利用料」を活動会員は「活動費(報酬)」として受け取ります

月曜日～金曜日
6：00～22：00
900円／時間 から

土・日曜日、祝日等の休日
6：00～22：00

1,000円／時間 から

講 習 会

日にち

6月8日(月)

6月18日(木)

6月22日(月)

6月29日(月)

6月中の指定日

7月2日(木)

7月10日(金)

7月13日(月)

7月16日(木)

日　時

9：30～12：30

10：00～12：00

10：00～12：00

10：00～12：00

2時間

10：00～12：00

13：30～15：30

10：00～12：00

13：30～15：30

9：00～11：00

13：00～15：00

15：00～16：00

内　容

事業を円滑に進めるために
保育の心　（児童虐待予防、性被害防止）

子育て支援者の役割

発達障害の特性の理解

絵本・歌・手あそびの楽しみ方

子どもの遊び（広場実習）

子どもの心と身体の発達について

子どもの健康を守るための基礎知識

子どもの事故の特徴と予防のポイント

子どもの栄養と食生活

普通救命講習Ⅲ ※別途事前WEB講習（1時間）あり

子どもと関わるときのポイント

活動する際の留意点、今後の手続き

会　場

福祉センター2階

福祉センター2階

福祉センター2階

福祉センター2階

あそびの広場向陽台等

福祉センター2階

福祉センター2階

福祉センター2階

福祉センター2階

福祉センター2階

福祉センター2階

福祉センター2階

定　員 20人 申込期限 5月22日（金） 問い合わせ 稲城市ファミリー・サポート・センター

042-378-5551Tel zaitaku@inagishakyo.org申込方法 、　　、申込フォームTel
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心温まるご寄付に感謝いたします 令和8年1月１日から3月31日まで

お知らせ 当協議会への寄付金は、所得税の寄付金控除の対象です。

●飯田崇之●稲城市災害防止協会●稲城第五中学校●稲城第六小学校
●稲陶会●遠藤四郎●小沢岳史●押立朝市●東京土建一般労働組合
●多摩・稲城支部●山川学●若葉総合高等学校●匿名20件

合計 10,742,223円

寄付者 敬称略　 ※ご了解いただいた方のみお名前を掲載しています。

物品寄付者 敬称略 　※ご了解いただいた方のみお名前を掲載しています。

●岸田允宏●田中清文●中島冨子●松永千恵子

寄付の方法は４つあります

❶ 窓口持参　　❷ 振込　❸ 口座引落し
❹ クレジットカード QRコードより

第2回　心のサポーター養成講座
3月3日に開催した第 1回の講座には、たくさんの方からご応募をいただきありがとうございました。
せっかくお申し込みをいただきましたが、応募多数のため参加できなかった方が多くいらっしゃいました。
そこで、1回目と同様の内容で2回目の講座を開催します。
会場の都合で人数制限がありますが、今後も継続して講座を企画していきます。

はつらつワーク稲城（高年齢者無料職業紹介所）

お仕事をお探しの方・
事業主の方へ

地元の就業支援センタ
ーを

是非ご利用ください‼

時　間 9:00～17:00 電　話 042-379-1333

開所日 月～金曜日（祝日等の休日、年末年始は除く）

問い合わせ はつらつワーク稲城

http://inagishakyo.orgHP hatsuratsu@inagishakyo.org

場　所 東長沼2112-1 稲城市地域振興プラザ４階

Tel申込方法   　　※土・日曜日、祝日等の休日を除く

日　時 7月９日（木）10:00～12:00 会　場 稲城市福祉センター　2階

講　師 髙野 玲子氏（精神保健福祉士、心のサポーター養成研修指導者）

定　員 30人（先着順）

042-378-3318（直通）Tel申し込み・問い合わせ 在宅支援係　相談支援

受付開始日 6月1日（月）から

〇心のサポーターとは

・聞くだけではなく、話したり聴いたりといったことがあって
良かった。あっという間の2時間でした。
・家族や職場の人、友人など身近な方々のいつもと違う様子
に気づき、声掛けをすることから始めてみようと思います。

・サポーターの他者に向き合う姿勢を地域の中でどのように
拡げるかについて興味があります。
・自分自身と周囲の人の心に寄り添いたいと思います。
・まず家族のここサポに近づけるように心掛けたいと思います。

メンタルヘルスの正しい基本知識と身近な人を支えられる傾聴の仕方をこの講座
で学んだ方を心のサポーター（通称「ここサポ」）と呼びます。受講後、「心の
サポーター認定証」をお渡しします。
国は、こころの不調に悩む人をサポートする「心のサポーター」を令和15（2033）
年度までに全国で100万人養成することを目指しています。こころの不調に悩む人
が多い時代だからこそ、そのサインに気づける人を増やしていくことが大切です。

≪受講者からの感想≫

はつらつワーク稲城は、東京都と稲城市の支援を受け稲城市社会福祉協議会が運営するシニア世代（おおむね55歳以上）の方の
ための就業支援センターです。就労・社会参加などに関する相談、紹介、支援を行います。
東京しごと財団から配信される高年齢者向け求人情報の詳細、独自に開拓した近隣事業所の求人情報を自由に閲覧することが
できます。
ご自分の経験・能力などを活かして仕事をしたい方、時間を有効に活用して働きたい
方等、窓口で一人ひとりきめ細かく対応し、希望に沿った仕事を紹介します。７０代
の方の就職実績もございます。働きたいシニアの方のご来所をお待ちしております。

事業主の方へ
シニア世代の求人募集を無料でお受けします。
一定の条件を満たせば、国の助成金（特定求職者雇用開発助成金）が
支給されます。詳しくは　　  をご覧ください。HP
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24時間365日態勢 有限会社 稲城防災設備
住宅用火災警報器や防犯カメラも安全・安心　誠実対応の私どもにお任せ下さい

価格も納得出来るまで調査し、最後にご相談ください　消防設備の事なら全てお任せ下さい
専門担当者が各種ご相談に丁寧に対応致しますので、お気軽にご相談ください

☆共同購入のご相談　☆現地調査のご相談　☆その他全て誠実に対応させて頂きます
http://www.inabou.co.jp　東京都稲城市東長沼2113－5
TEL. 042（377）6667　FAX. 042（377）6698

『保全・工事』
スタッフ
募集中！！

未経験者も
大歓迎

広 告

いなぎ 社協だより　第204号 令和8年4月20日

❶相談支援

総務係 福祉権利擁護センター「あんしん・いなぎ」

総務・福祉センター管理・
各種資金貸付事業・備品貸出

Tel 042-378-3366（ガイダンス9番） Tel 042-378-3800 Tel 042-378-5459

各係の直通電話・電子メール（E-mail）をご利用ください。

社会福祉法人稲城市社会福祉協議会
〒206-0804　稲城市百村７  稲城市福祉センター内
Tel 042-378-3366（代表）
HP https://inagishakyo.org

Fax 042-378-4999

soumu@inagishakyo.org

Tel 042-379-3201 tsuusho@inagishakyo.org
【生活介護事業】
●通所訓練室
【就労継続支援事業】
●エイトピア工房（焼き菓子、パンの製造・販売等） 
　稲城市平尾1-9-1  複合施設ふれんど平尾内

❷障害者地域活動支援センター    

❸ハンディキャブ
❹ヘルパーステーション
❺ファミリー・サポート・センター

eightpia@inagishakyo.org042-350-1891Tel/Fax

hidamari@inagishakyo.orgTel/Fax 042-379-5231
●喫茶 陽だまり　稲城市向陽台6-7  城山文化センター内

vc@inagishakyo.org

地域福祉係（ボランティアセンター）

会員募集・ふれあいセンター・福祉教育・
歳末たすけあい運動・防災倉庫整備等点検事業

kenri@inagishakyo.org
地域福祉権利擁護事業・成年後見制度・
保健福祉サービス苦情解決委員会

在宅支援係 通所事業係

Tel 042-370-2480

Tel 042-378-5551

Tel 042-378-8426
Tel 042-378-8211

Tel 042-378-3318
高年齢者無料職業紹介所「はつらつワーク稲城」

Tel 042-379-1333 Fax 042-370-2321
hatsuratsu@inagishakyo.org

稲城市東長沼2112-1 稲城市地域振興プラザ4階

重層的支援体制整備事業担当

Tel 042-378-2111（市役所内線 213）
稲城市東長沼 2111　稲城市役所２階

soudan@inagishakyo.org❶❷共通

zaitaku@inagishakyo.org❸❹❺共通

Fax 042-379-3722在宅支援係共通
●ゆう芳の里　稲城市坂浜3165-3　

ほう

至立川　JR南武線至立川　JR南武線
稲城長沼稲城長沼

至川崎至川崎

川崎街道川崎街道

不動産屋不動産屋

稲城市福祉センター
NN

　みずほ銀行　みずほ銀行

鶴川街道鶴川街道

三沢川三沢川

至若葉台至若葉台

稲城駅前郵便局稲城駅前郵便局

稲城市役所稲城市役所

至調布至調布

ガストガスト

稲城稲城

　第１中学校　第１中学校

第３小学校第３小学校

中央文化
センター
中央文化
センター

稲城市地域
振興プラザ
稲城市地域
振興プラザ

京王相模原線京王相模原線

�

�

※福祉センターは祝日等の休日、年末年始は休館

通所訓練室「梨の郷」では、新たな創作活動として、ペットボトル
キャップを活用したキーホルダー作りを行っています。
利用者が、キャップの洗浄・消毒・拭く・色分けまでの工程を担当して
います。その後の「裁断作業」をお手伝いしていただけるボランティア
を募集します。
なお、完成した作品は今後販売を予定しています。販売場所や時期等
の詳細が決まりましたら、ホームページ等でお知らせします。

内　容 ペットボトルキャップを細かく切る作業

場　所 福祉センター 1階

日　時 月～金曜日　10:30～14:30
※祝日等の休日、年末年始を除く

その他 ご自宅での裁断作業も可能です。
ご協力いただける方は、事前に電話でご連絡
ください。

問い合わせ 042-379-3201（直通）Tel
tsuusho@inagishakyo.org

ペットボトルキャップ
裁断ボランティア募集
ペットボトルキャップ
裁断ボランティア募集
ペットボトルキャップ
裁断ボランティア募集

障害のある人たちが地域で安心して心豊かに暮らせるように、創作活動の場の
提供や地域交流、相談などの支援をしている場所です。関係機関との連携、ご
家族やボランティア、地域の人たちと協力して障害のある方が自分らしく生き
生きと過ごせるよう支援をしています。

地域活動支援センターってどんなところ？

活動の様子はこちらから
ご覧いただけます▶

ボッチャや卓球、体操、ヨガ教室、パソコン教室、
手芸、ぬり絵など、ほぼ毎日プログラムを実施し
ています！

●プログラム活動　●オープンスペースの利用
●相談　●訪問活動　●ニュースレターの発行

費　用 無料
※登録の際に提出いただく診療情報提供書、プログラム参加にかかる
　交通費や飲食費などは実費負担

内　容

場　所 福祉センター

日　時 月～金曜日 10：00～16：30　※祝日等の休日・年末年始は除く

対　象 市内にお住まいで、障害者手帳をお持ちの方または心療内科を受診
されている方が利用できます。
※利用は登録制です。

042-370-2480（直通）Tel
問い合わせ 在宅支援係　地域活動支援センター

soudan@inagishakyo.org

利用相談や見学希望など、気軽にお問い合わせください。

障害者地域活動支援センター
（略称「地活（ちかつ）」）

さと




